










要約 ①川崎病児36例(IG 静注群 19例,アスピリン群 17例),その他の疾患27例での血清

TNF を経時的に測定した。②川崎病で,TNF 陽性は 36 例中 20 例で,IG 群は 2 例を除き上昇

が見られた。この場合 TNF は IG 投与前には低値で(1 例を除く),投与後数日で上昇した。

総投与量が 1.000 ㎝ g/kg 以上例では著明な増加をみた。③川崎病以外の疾患の血清 TNF

は,ほとんど陰性で,軽度上昇をみた例も病気の経過との関係では一定傾向は認めなかった。

④重症無力症,ITPの IG大量静注例ではTNFは川崎病の場合とは全く異なる変化を示した。

⑤川崎病児の血清 TNF は大量 1G 静注後に内因性に誘導する可能性が示唆された。 


